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ＭＲワクチンの供給状況に関する緊急調査

2016.12.12 日本外来小児科学会

調査期間 ２０１６年１１月３０日～１２月１０日

日本外来小児科学会の一斉メール送信システムを利用し、２０１６年１１月３０日に、メールアドレス登録をし

てある１３２３名に調査協力依頼のメールを送信し、２０１６年１２月１日時点のＭＲワクチンの供給状況など

について回答してもらった。有効回答数は３０９であった。

【１】２０１６年１２月１日時点のＭＲワクチンの供給状況についておうかがいいたします。

Ａ．ＭＲワクチンの供給（入荷）は順調ですか？

都道府県別データは、

３ペー ジに掲載して

あります。

Ｂ．患者さんにＭＲワクチンの接種を待ってもらっていますか？

Ａ．の供給状況と、Ｂ．の患者さんの接種待ち状況の関係を以下に示します。
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【２】ＭＲワクチンの供給方法についてお答えください

上記の区分に従って、その中での不足状況を分類してみると以下のようになります。

※自治体が一括購入しているところは、医療機関が発注するところに比べ、不足は少ないようです。

【３】定期接種の期限（例えば２期の年長組の３月末日など）が切れた場合の対応についておうかがいします

○医療機関の所在地では、ＭＲ１期が１歳でできなかったときに、２歳以降に無料でできる制度がありますか？

○医療機関の所在地では、ＭＲ２期が年長組の１年間でできなかったときに、小学校１年生の４月以降に無料で

接種できる制度がありますか？

○ＭＲワクチンに限らず、「ワクチンの不足や流通が滞っていることが原因で、定期接種の期限内に接種ができ

なかったという経験がありますか？
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（別表）【１】Ａ．ＭＲワクチンの供給（入荷）は順調ですか？ の、都道府県別データ

平常どおり：平常どおり順調に入荷している

ぎりぎり： 平常どおりではないが、何とか必要な本数は入荷している

不足： 注文しても必要な本数が納品されない

それ以外： 上記のいずれでもない

※記入のない県は回答者がいなかった

回答数が１０以上の都道府県で、「注文しても必要な本数が納品されない」と回答した率が高い県は、

神奈川６３％、兵庫５８％、大阪５２％、埼玉４７％、東京４０％です。


